
項目 内容

１．募集要項

募集職種 F-REIの世界最先端の研究開発を支える運営管理部門の職員

雇用形態 フルタイム正規職員

試用期間 採用日から６か月間

募集対象
2026年4月以降又は2027年3月に卒業又は修了見込みの方
（大学院（博士課程、修士課程）、大学、短期大学、高等専門学校、高校を対象とします。また、2025年3月～
2026年3月に卒業された方も募集の対象とします。）

業務内容

■　研究開発推進
　　 新しい技術や革新的なアイデアの発掘を実現するための企画立案、研究プロジェクト全体の管理、予算な
　どリソースの獲得及び最適配分、先新技術等に係る知的財産の保護　など。
■　国際・産学官連携
　　 海外を含む企業、学術機関、金融機関、政府機関など多様なステークスホルダーとの協働により、異なる
　視点や専門知識を学び広いネットワークの構築　など
■　財務・経営企画
　　 常に未来を見据えた計画を立て、組織の中長期的な成長と発展に貢献する業務。財務分析、マーケットリ
　サーチ、プロジェクトマネジメント、広域連携　など
■　施設・フィールド管理
　　 施設を整備する国との調整を通じた施設設置の実現、誰もが安心して利用できる施設内の安全対策など
　事前の環境整備、稼働後のフィールドの安全点検、修繕作業など計画的かつ確実な運用管理　など

勤務時間等
平日8:30ｰ17:15を基本的な勤務時間とし、フレックスタイム制の選択も可能
休憩時間は、12:00ｰ13:00の間で一斉付与。
時間外労働あり（超過勤務手当の支給や、代休取得制度あり。）。

勤務地
機構本部（福島県双葉郡浪江町大字権現堂字矢沢町６番地１）
※原則、本部での勤務ですが、機構が認めた場合は、テレワーク勤務が可能。

２．待遇

昇給・賞与

当機構給与規程に基づき支給します。
人事評価を実施し、毎年6月・12月に賞与として期末手当等を支給します。
人事評価結果を踏まえ、毎年定期昇給(1月)を予定しています。
新卒採用給与（予定）月額　250,000円（＋諸手当）　年収　4,000,000円以上可能

諸手当
通勤手当（最大150,000円までの通勤費用補助）、住居手当（最大28,000円の家賃補助）、扶養手当、超過勤
務手当、期末手当、勤勉手当など各種手当制度あり。

加入保険 健康保険（協会けんぽ）、厚生年金、雇用保険及び労災保険に加入。

休日・休暇
完全週休２日。有給休暇20日（採用初年は最大15日間）の取得が可能。その他、国家公務員に準じた特別休暇
あり。 土日、祝日及び年末年始（12月29日～1月3日）。有給休暇（1月～12月で年間20日、採用初年は最大
15日間）、夏季（3日間）、病気、慶弔、育児、介護などを事由とした特別休暇あり。

教育・研修制度 e-ラーニングを用いた研修や、配属先における専門的な研修あり。

３．選考プロセス

応募方法・応募先

2026年8月17日（月）12:00から2026年8月28日（金）17:00の間に、以下Ａ～Ｃの書類全てを原則電子
メールにて提出する事（諸事情により郵送となる場合にも応募は受付ますが、8月28日（金）17:00必着です。）
■　提出物Ａ
　　　最終学歴（卒業、修了又はその見込み）を証明する書類、
■　提出物Ｂ
　　　履歴書（様式は任意。ただし、連絡先、現住所、顔写真（タテ４㎝×ヨコ３cm）、取得した資格やスコアは漏
　　れなく掲載する事）
■　提出物Ｃ
　　 8月17日（月）12:00に当機構HPにて公開するテーマに基づき作成した小論文（日本語で１０００－
　 １２００字程度、様式自由、手書きをスキャンしたものでも可）。

【応募先】
　福島国際研究教育機構　運営管理部門　総務部　人事課　採用担当　（info-jinjika”アットマーク”f
rei.go.jp）
　〒979-1521　福島県双葉郡浪江町大字権現堂字矢沢町６ー１

※応募先アドレスは、迷惑メール防止のため、”＠”を”アットマーク”にしています。

選考フロー

■１次選考　：　書類審査（202６年9月1８日（金）までに書類審査の結果をお知らせします）

■２次選考　：　面接審査及び適正検査等（9月中に半日程度、F-REI本部にて実施予定）

■３次選考　：　面接審査等

2027年4月採用職員募集要項



４．機構概要

機構概要

　東日本大震災及び原子力発電所の事故により大きな被害を受けた福島を中心とする東北の「創造的復興」を
実現するため、福島復興再生特別措置法により2023年4月に設置された特殊法人。202６年4月現在、役職員
合わせて２３０名超の規模です。
　機構では、被災地域を震災以前に復旧させるだけではなく、更なる発展に向けて、世界最先端の研究開発、研
究開発から生まれた成果の産業化、並びに、復興の未来を担う次世代の人材育成を強力に推進するとともに、
政府、自治体と連携して、復興への様々な取組を統括する司令塔機能を発揮していきます。最先端の研究開発を
進める研究職員、機構の組織運営を支える事務職員、研究活動を支える専門業務を担うリサーチアドミニスト
レーター、サイエンスコミュニケーターなどの専門職員という職種で、ベテランから若手、外国籍の職員など多様
な人材が活躍しています。本部施設は、JR浪江駅から徒歩10分の立地で、職員駐車場を完備し、車通勤可能で
す。なお、2030年度までに本部・研究施設が建設される予定です。

PR

私たち福島国際研究教育機構(通称エフレイ)の職員となって、一緒に新しいことに挑戦しませんか。
ロボット、農林水産、エネルギー、放射線科学・創薬医療、原子力災害に関するデータや知見の集積・発信の各分
野で、世界トップクラスの研究開発を強力に推進し、その成果を福島県浜通りから全世界に発信していきます。
また、8月後半から9月前半にかけて２週間程度のインターンシップを行いますので、是非、積極的にご応募いた
だき、F-REIの職場で働くイメージをつかんでいただくとともに、「創造的復興」に向けた挑戦に触れていただき
たいと思います。皆さんと一緒に働けることを心待ちにしています！
※インターンシップへの応募及び参加は、採用のための必須条件ではありません。

５．その他

受動喫煙防止措置 敷地内禁煙
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